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地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています

・牛乳の日とは
　毎年６月１日は「牛乳の日」，６月は「牛乳月間」です！世界的には，FAO（国際連合食糧農業機関）が，
６月１日をWorld Milk Day（世界牛乳の日）として，提唱しています。日本でも2008年から，６月１日を  

「牛乳の日」，６月を「牛乳月間」としております。

・茨城県牛乳普及協会では
　酪農・乳業への理解と，県産牛乳・乳製品の消費拡大が県民の健康維持増進に資するとし，６月１日，
茨城県知事等に対し，構成役員（正副会長，県内牛乳製造会社社長）を以て表敬訪問を行いました。
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畜産茨城

　生処販で組織する茨城県牛乳普及協会は「ミルスタ」
で季節限定で好評販売中の本県産メロンを使用した
「ミルクシェイク」を紹介し県内４社の牛乳を持参し
て，牛乳飲用をアピールしました。

　６月の牛乳月間では，県庁内食堂「ひばり」において，
乳和食の献立が週３回程度提供され，又，水戸京成ホテ
ルでは，「クリーミーカルボナーラ生ハム添え」が，牛乳
月間ランチとして提供されます。是非ご賞味下さい。

６月１日は牛乳の日（WORLD MILK DAY）６月は牛乳月間です。

茨城県牛乳普及協会 事務局長　市村　章
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　昨年度に引き続き，畜産課長として本県畜産の振興に全力を尽くしてまいりますのでよろしくお願いいたし
ます。
　ご承知のとおり，本県の平成26年農業産出額は，4,292億円と前年比64億円減となったものの平成20年から
７年連続で全国第２位となっており，このうち畜産は，69億円増の1,200億円であり，本県農業全体の28％を
占める基幹産業となっています。
　部門別にみると，採卵鶏が全国第１位，養豚が第５位，乳牛が第８位，肉牛が第11位など，本県は，全国有
数の畜産県であり，県内はもちろん大消費地である首都圏の台所を支える供給基地として，重要な役割を担っ
ています。
　一方，畜産を取り巻く情勢につきましては，高齢化による生産者の減少や人口減少に伴う国内市場の縮小，
流通のグローバル化など，大きな課題が山積しております。
　特に，ＴＰＰ協定については，急激な輸入増はないものの，今後，長期的には国産畜産物の価格の下落につ
ながることが懸念されるなどから，早急な対応が必要であると考えております。
　このほかにも，配合飼料価格の高止まりによる収益性の悪化や国際的な人や物の往来増による家畜伝染病発
生リスクの高まり，また，「世界湖沼会議」の本県開催決定（2018年）を踏まえた霞ヶ浦流域における一層の環
境負荷軽減など，様々な課題への対応が必要となっております。

　このような中，県では，本県農政の基本方針となる新たな「茨城農業改革大綱」を策定し，「人と産地が輝く，
信頼の『いばらきブランド』」を基本方向に，ブランド化や６次産業化による付加価値向上，輸出促進等による
需要開拓，「強み」を創り・高める革新的な産地作り，経営感覚に優れた経営体の育成などに取り組んで行くこ
ととしております。
　畜産分野においては，ＴＰＰ協定やグローバル化の進展に対応するため，国内外の産地間競争に打ち勝つ畜
産業を実現するため，畜産経営の規模拡大による収益力の強化や県オリジナル種畜によるブランド力強化，輸
出拡大等に重点的に取り組んでまいります。
　また，消費者が求める安全・安心で，高品質な畜産物を供給するため，アジア地域で発生している口蹄疫や
高病原性鳥インフルエンザ等に対して必要な防疫対策を講じるほか，優良な種雄牛や系統豚を活用した付加価
値の向上や家畜改良・生産基盤強化に取り組み，銘柄畜産物を牽引役として海外や首都圏に向けた県産畜産物
の販路拡大対策を推進いたします。
　このほか，輸入飼料に依存しない畜産経営基盤づくりのため，耕畜連携による飼料用米等の利活用やとうも
ろこしなどの自給飼料増産への取組を支援するとともに，環境負荷軽減に向けた家畜排せつ物の適正管理と有
効利用，農外利用の促進等を図ってまいります。

（1）ＴＰＰ協定への対応
　畜産物の国際競争力の強化を図るため，畜産農家と地域関係者が一体となって行う経営の規模拡大や収益
力強化の取組を支援するほか，家族経営を中心とした酪農家への乳用雌牛導入支援，県内和牛繁殖農家の規
模拡大や常陸牛指定生産者の繁殖・肥育一貫経営転換への支援，養豚研究所が開発している脂肪交雑に優れ
た豚肉生産を可能とするデュロック種系統豚を活用した本県産豚肉のブランド化を推進してまいります。

（2）生産基盤の強化
　より高品質な畜産物の安定供給や輸入飼料に依存しない畜産経営を確立するため，家畜改良による産肉・
繁殖能力の向上を図るほか，水田を活用した飼料用稲の生産・利用促進，耕作放棄地や公共牧場の活用によ
る省力化やコスト低減に向けた取組を支援してまいります。

（3）畜産物流通の促進及び畜産経営の体質強化
　国内外の産地間競争に対応していくため，本県の銘柄畜産物である「常陸牛」，「ローズポーク」，「いばらき
地鶏」の付加価値の向上や販路拡大など，一層のブランド力強化を図るほか，常陸牛輸出販売促進員による
東南アジア等を対象とした輸出拡大の取組を支援します。また，畜産経営安定を図るため，制度資金やリー
ス事業，コントラクター等の活用促進を図ってまいります。

平成28年度畜産施策方針と重点施策
茨城県農林水産部畜産課長　永田　　裕

現状と課題

対応方針

重点施策
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小項目 事　項 事　業 予算額 備　考

ＴＰＰ対策

畜 産 振 興 費
畜産競争力強化対策事業費 畜産競争力強化対策事業費 719,680

和牛生産基盤強化対策事業費 和牛生産基盤強化対策事業費 10,000 重要政策，新規

家 畜 改 良 増 殖 費
家畜生産性向上対策事業費 家畜生産性向上対策事業費補助 11,850 重要政策，新規

ブランド豚肉生産拡大事業費 ブランド豚肉生産拡大事業費 59,730 重要政策，新規

計 801,260

生産基盤の増強

家 畜 改 良 増 殖 費 家畜生産性向上対策事業費

家畜生産性向上対策事業費補助 3,683

家畜生産性向上対策事業費 2,850

家畜改良体制再構築支援事業費 3,022

飼 料 対 策 費
飼 料 増 産 対 策 事 業 費 飼 料 増 産 対 策 事 業 費 2,269

耕種連携等自給飼料確保緊急対策事業費 耕種作物等自給飼料増産事業費 26,000

牧 野 改 良 費 公共育成牧場強化対策事業費 公共育成牧場強化対策事業費補助 3,122

計 40,946

畜産物流通の促進
及び畜産経営の体
質強化

畜 産 物 流 通 対 策 費
畜 産 物 流 通 対 策 事 業 費 肉畜鶏卵生産流通促進事業費 1,742

銘柄畜産物ブランド支援事業費 銘柄畜産物ブランド支援事業費 8,745 重要政策（輸出分）含

畜 産 振 興 費

畜 産 振 興 資 金 貸 付 金 畜 産 振 興 資 金 貸 付 金 199,000

家 畜 生 産 振 興 事 業 費
家 畜 生 産 振 興 事 業 費 3,838

酪農経営支援組織強化対策事業費 4,000

計 206,838

家畜衛生対策の充
実と安全な畜産物
の生産

家 畜 衛 生 対 策 費

安全・安心な畜産物生産体制確保推進費
家 畜 衛 生 対 策 事 業 費 10,558

農場防疫対策支援事業費 8,321

動物用医薬品薬事監視費 動物用医薬品薬事監視費 614

家畜衛生特別対策事業費
家畜衛生特別対策事業費 2,312

獣医療提供体制整備事業費 584

家 畜 伝 染 病 予 防 費

家 畜 伝 染 病 予 防 事 業 費 家 畜 伝 染 病 予 防 事 業 費 108,634

自衛防疫強化総合対策事業費 自衛防疫強化総合対策事業費 1,620

死亡牛牛海綿状脳症検査補助委託事業費 死亡牛牛海綿状脳症検査補助委託事業費 11,378

家 畜 保 健 衛 生 所 費 家 畜 保 健 衛 生 所 費 家 畜 保 健 衛 生 所 費 45,019

飼 料 対 策 費 飼 料 対 策 推 進 事 業 費 飼 料 対 策 推 進 事 業 費 197

肥飼料検査指導事業費 肥 飼 料 検 査 指 導 事 業 費 肥 飼 料 検 査 指 導 事 業 費 900

計 190,137

畜産環境対策の充実
畜産環境保全対策費

資源循環型畜産確立指導事業費 資源循環型畜産確立指導事業費 1,362

いばらき畜産環境保全促進事業費 資源リサイクル畜産環境緊急対策事業費 3,588

良質堆肥広域流通促進事業費 良質堆肥広域流通促進事業費 11,500

畜産バイオマス燃料化推進モデル事業費 畜産バイオマス燃料化推進モデル事業費 4,500

計 20,950

試験研究の推進と
指導体制の充実

畜 産 セ ン タ ー 費

自 給 飼 料 生 産 事 業 費 自給飼料生産・加工指導対策事業費 3,597

畜産センター試験研究費

試 験 研 究 費 51,546

国 補 試 験 研 究 費 29,544 県北家保分含

国 補 施 設 整 備 費 57,722

畜産センター肉用牛研究所試験研究費 試 験 研 究 費 37,129

畜産センター養豚研究所試験研究費 試 験 研 究 費 36,708

畜 産 振 興 費

畜 産 振 興 推 進 事 業 費 畜 産 経 営 指 導 事 業 費 2,457

畜 政 推 進 費
畜 政 推 進 費 6,615

指 定 助 成 等 事 務 事 業 費 3,426

畜産経営指導体制円滑化推進事業費 畜産経営指導体制円滑化事業費補助 16,625

計 216,246

平成28年度　畜産課関係主要事業及び予算額
（単位：千円）
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定 期 人 事 異 動平成28年度

所　　属 職　　名 氏　名 旧　所　属

農 林 水 産 部 部　　長 井上　　計 農林水産部次長
次　　長 齋藤　　章 市町村課長

畜 産 課

技　　佐 佐藤　則子 畜産課課長補佐
課長補佐（技術総括） 舘野　英喜 畜産課課長補佐

課長補佐 棚井　幸雄 畜産課主査
課長補佐 川上　純子 畜産課主査
主　　査 福田　英仁 販売流通課主査
主　　査 石井　正人 県西家畜保健衛生所防疫課長
係　　長 星野健一郎 鹿行農林事務所係長
係　　長 西野　弘人 畜産課主任
主　　任 赤上　雅子 畜産センター主任
主　　任 大川　清充 畜産センター養豚研究所主任
技　　師 飯尾　　恒 畜産センター肉用牛研究所技師

県 北 家 畜 保 健 衛 生 所

所　　長 大内　義尚 鹿行家畜保健衛生所長
防疫主査 前田　育子 畜産センター養豚研究所首席研究員兼技術研究室長

病性鑑定第一課長 小野　芳子 県北家畜保健衛生所病性鑑定第二課長
病性鑑定第二課長 関　　智子 県北家畜保健衛生所係長

係　　長 水野　博明 県西家畜保健衛生所係長
技　　師 高安真理子 日立保健所技師
技　　師 鹿島　悠幹 畜産センター技師

鹿 行 家 畜 保 健 衛 生 所 所　　長 菊池　理之 県西家畜保健衛生所長
技　　師 中村　拓也 新採

県 南 家 畜 保 健 衛 生 所
所　　長 鴨川　　修 畜産課課長補佐（技術総括）
防疫主査 田中　信明 県北家畜保健衛生所防疫主査
技　　師 古田土彩子 県北家畜保健衛生所技師

県 西 家 畜 保 健 衛 生 所
所　　長 栗山　伸人 県南家畜保健衛生所長
防疫課長 高橋　覚志 県北家畜保健衛生所病性鑑定第一課長
技　　師 柏井　美穂 新採

畜 産 セ ン タ ー

生産技術研究室長 海老沢重雄 県央農林事務所係長
主任研究員 大林　康信 肥飼料検査所係長
主任研究員 大窪　敬子 畜産センター主任
主任研究員 石川　恭子 県北農林事務所専門員
技　　師 岩本　和也 鹿行家畜保健衛生所技師

主任（事務） 高安　利恵 県西農林事務所主任
畜産センター肉用牛研究所 技　　師 清水正太郎 新採

畜産センター養豚研究所
所　　長 岡村　英明 畜産課技佐

首席研究員兼飼養技術研究室長 作田　　敦 県南家畜保健衛生所防疫主査
技　　師 佐藤　和美 新採

県 北 農 林 事 務 所
企画調整課長 大浦　俊彦 県北農林事務所主査

振興・環境室農業振興課主査 笹沼　清孝 農業大学校主査兼研究科長
専 門 員 谷田部　隆 県西農林事務所専門員

県 央 農 林 事 務 所 主　　任 坪井　佑季 畜産課技師
鹿 行 農 林 事 務 所 主　　査 須藤　正巳 畜産課係長

県 西 農 林 事 務 所 振興・環境室長 山形　勝吉 県北農林事務所企画調整課長
主　　任 須藤　　立 畜産センター主任

農 業 大 学 校 主　　任 斎藤　隆夫 県南家畜保健衛生所主任
販 売 流 通 課 係　　長 加藤　康明 畜産課係長
県 西 食 肉 衛 生 検 査 所 主　　任 本谷　綾香 農業大学校主任
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　この度の定期人事異動により，県北家畜保健衛生所長
を拝命いたしました。県北家畜保健衛生所は，12年振り
の勤務になります。
　平成25年，平成26年と全国的に大流行した豚流行性下
痢は，３年目の平成27年９月以降は防疫対策が徹底され
たことにより，発生数が減少したものの，南九州や北関
東の養豚生産地帯を中心に発生が確認されました。
　そのような中，豚流行性下痢は県内でも９例の発生が
確認されていますが，養豚農家や畜産関係者の皆様の日々
の消毒が功を奏し，散発的な発生で食い止めることがで
きております。県内で唯一病性鑑定施設がある当所では，
全国に先駆け迅速な診断技術を開発し，搬入当日に確定
診断できる体制を整えており，迅速な初動防疫対策に貢
献しております。
　一方，東アジア諸国では，口蹄疫や高病原性鳥インフ
ルエンザなどの特定家畜伝染病の継続的な発生が確認さ
れていることから，人による病原体の移動に一層の警戒
をしなければなりません。空港などにおける水際での検

疫については，農林水産省が強化しておりますが，畜産
現場においても農場の防疫に万全を期すことが重要にな
ってきています。具体的には，農家を含めた畜産関係者が，
人の出入りが多い場所や他の農場に不要に近づかない，
立ち入った際は出入り口での消毒を徹底する，渡航する
場合は，行き先の家畜伝染病の発生状況を確認し，畜産
関係施設には立ち寄らないことが大切になっています。
　万一，口蹄疫等が発生した場合，周辺への影響は計り
知れないものがあり，地域の畜産業衰退の引き金にもな
るかもしれません。そのためにも，家畜防疫を畜産農家
の問題とするのではなく，地域を挙げて家畜を守る必要
があり，地域の防疫体制の構築を急がなければなりませ
ん。
　今後とも地域の畜産経営が安定的に発展できるよう，
日頃から地域の家畜衛生情報の収集に努め，迅速かつ的
確な防疫対応をとるよう，積極的に取り組んでまいりま
すので，関係各位のご指導・ご鞭撻をお願い申しあげ，
新任の挨拶といたします。

　この４月に畜産課から県南家畜保健衛生所長として赴
任いたしました。
　平成17年度に畜産課の家畜衛生グループに配属になっ
てから畜産課勤務が約10年にわたりましたので，久しぶ
りの家畜保健衛生所勤務となります。
　この間，茨城県内では，平成17年に高病原性鳥インフ
ルエンザ発生による全飼養羽数の約半分にあたる568万
羽もの鶏の処分，平成23年の東日本大震災に伴う原発事
故による放射能汚染，平成26年の雪害や平成27年の関東
東北豪雨による畜産農家への被害など予想もつかない事
件の数々が発生し，行政機関として，適切な対応が求め
られました。

　畜産課在任中，国や生産者団体，マスコミなどへの対応・
調整や予算化作業に追われながら，家畜伝染病や災害な
ど突発的な事象に対する「危機管理」の必要性が痛切に感
じられた10年でした。
　これらのことから，畜産農家の方々が自らの財産を守
り，経営を安定的に継続していくためには，災害対策は
もちろんのこと，家畜伝染病への備えをしっかりと行う
ことが何より重要であると考えております。
　また，畜産経営はＴＰＰなどグローバル化の進展によ
り，これまでにない競争にさらされようとしております。
畜産経営の安定対策として，国で基金化された畜産クラ
スター事業，制度充実が図られたマルキンや養豚安定対

新任あいさつ
茨城県県北家畜保健性衛生所長　大内　義尚

新任あいさつ
茨城県県南家畜保健性衛生所長　鴨川　　修

新任あいさつ
茨城県鹿行家畜保健衛生所長　菊池　理之

　この度の人事異動により鹿行家畜保健衛生所長を拝命
いたしました。当所は平成11年度以来16年ぶりの勤務と
なります。どうぞよろしくお願いいたします。
　鹿行地域は全国的にも有数の養豚地帯であり，本県の
飼養頭数の約4割を占めます。こうした中，豚流行性下
痢（PED）は平成27年９月以降は６件発生しましたが，
関係各位のご協力により４月１日時点でうち４件は非発
生農場に復帰し，残る２農場も間もなく復帰の見込みで
す。
　またオーエスキー病については，市役所，獣医師の方々，
関係団体などのご協力をいただき，清浄化に向けて徐々
に進んできております。
　口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザなどの特定家畜伝

染病については，韓国，中国などの近隣諸国から日本国
内にいつ侵入してもおかしくない状況が続いています。
畜産農家はもちろん関係者が一体となって，適切な消毒
の実施や発生国（地域）への渡航自粛等，病原体を絶対に
農場に持ち込ませない，また万一に備えて農場に出入す
る人の記録，日常の家畜の健康観察，異常畜の早期届出
を徹底するなどの地道な対策を続けていかなくてはなり
ません。
　私ども家畜保健衛生所は畜産経営の一助となるよう，
また農家の皆様に安全・安心な畜産物を生産していただ
くため，今後も家畜伝染病の検査業務や飼養衛生管理基
準の遵守指導等に努めて参りますので，引き続き関係各
位のご支援，ご協力をよろしくお願いいたします。
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　この度の定期人事異動により，県西家畜保健衛生所長
を拝命いたしました。県西家畜保健衛生所は12年ぶりの
勤務となります。どうぞよろしくお願いいたします。
  昨年度は，近隣諸国では高病原性鳥インフルエンザ，
口蹄疫等の重要家畜伝染病の発生が継続的にみられ，そ
の侵入が危惧されていたところですが，国内においては
発生がなく比較的平穏な状況にありました。
　一方，豚流行性下痢（ＰＥＤ）は一時のような大きな発
生はなくなったものの，近隣県及び県内においても散発
的な発生が見られ，一部には継続発生している農場も見
受けられる状況にあります。
　これら家畜伝染性疾病の発生やまん延防止を図るため，

畜産農家全戸の巡回よる飼養衛生基準遵守の徹底を図る
とともに，重要疾病発生時には迅速な情報提供を行い，
万が一の際に迅速な初動防疫が行えるよう体制を整えて
まいります。
　畜産を取り巻く情勢は生産者の減少，飼料価格の高止
まりにより生産コストが増加するなど厳しい状況にあり
ます。また，ＴＰＰ協定では畜産物への影響が特に大き
いとの試算がされており，長期的には価格の低迷が懸念
されます。当所としましても，疾病発生予防や生産性向上，
畜産物の安全性確保を通して畜産経営安定に寄与できる
よう取り組む所存ですので，関係各位のご指導ご鞭撻を
お願いして，就任のご挨拶とさせていただきます。

新任あいさつ
茨城県県西家畜保健衛生所長　栗山　伸人

地 方 競 馬 場 外 発 売 日 程 「オフトひたちなか」ＴＥＬ：029-265-5800
※発売日程は，変更になることがあります。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
曜　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

オフトひたちなか 浦　和 大　井 川　崎 船　橋 大　井

2016年６月

2016年７月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜　日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

オフトひたちなか 大井 川　崎 大　井 浦和 船　橋 川　崎 大井

	 〇スパーキングレディーカップ	 〇ジャパンダートダービー	 〇習志野きらっとスプリント

〇さきたま杯	 〇東京ダービー	 〇関東オークス	 〇京成盃グランドマイラーズ　〇優駿スプリント
			   　　　　　　　　　　　　　〇帝王賞

　この度，養豚研究所長を拝命いたしました。どうぞよ
ろしくお願いします。
　畜産を取り巻く情勢は，生産資材や飼料価格が上昇し
ているほか，混住化が進展し，地域での環境が深刻化し
ており，環境対策とともに疾病対策への対応など多くの
課題が存在しています。
　養豚農業の経営安定を図るため，行政的には各種施策
が講じられておりますが，試験研究機関の役割としては，
技術的支援に係わる成果が求められています。
　当研究所では，これまでにランドレース，大ヨークシ
ャーの２品種の系統豚の造成を行っており，「ローズＬ−
３」は優良純粋種として活用されるとともに，銘柄豚肉
ローズポークの基礎豚となっております。
　また，これまでは雌系統のみの造成でありましたが，
産地間競争の激化等に対応した肉豚の高品質化を図るた
め，平成２３年度から造成を開始した雄系であるデュロ
ック種が本年10月に造成が完了し，年度内に系統豚とし

て認定される見込みであり，平成29年度からの供給開始
を目指しているところです。この系統は，脂肪交雑の多
い霜降り肉の生産が期待されています。是非，活用をお
願いします。
　このほか，養豚経営においてはさらなるコストダウン
や品質向上が求められています。そこで，飼料用米の利
用と併せて，食品残渣や未利用資源等の有効利用，いわ
ゆるエコフィードを活用して，コスト削減により経営の
安定化を図るとともに豚肉の差別化とを加味した研究課
題として取り組んでおります。
　飼料用米は水田農業の維持と飼料自給率の向上のため
に必要性の高い課題であり，給与技術の確立によりその
利用性が拡大されるものと思っております。
　今後とも，現場のニーズに対応した課題設定等に努め，
より良い研究に取り組む所存でございますので，関係各
位のご指導ご鞭撻をお願いして，就任のご挨拶といたし
ます。

新任あいさつ
茨城県畜産センター養豚研究所長　岡村　英明

策，さらには，新たに県単事業で措置された雌牛の導入
事業など様々な施策がございます。
　畜産農家の方々にはこれらの施策を積極的に活用して
いただきながら生産基盤を強化していただくとともに，
本県畜産業における「危機管理」体制を構築するための柱
となる家畜伝染病対策の推進にご理解を賜りたいと思い

ます。
　家畜保健衛生所が実施する事業の推進にあたりまして
は，団体や市町村，関係機関など畜産関係者の皆様との
連携が不可欠です。今後とも，事業へのご理解・ご協力
を賜りますようお願いいたしまして挨拶とさせていただ
きます。
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　牛白血病のうち牛白血病ウイルス（BLV）に
より引き起こされる地方病性牛白血病は，近年，
発生が増加しており，生産現場での被害も増加
傾向にあります。本病への衛生対策にあたって
は，家畜の飼養者，家畜保健衛生所の職員，獣
医師，家畜人工授精師，関係機関等が一体とな
って取り組むことが大切です。

　そこで今回，本病への衛生対策の確認として，
当センターで飼養する黒毛和種のうち血清のリ
アルタイムPCR検査（rPCR）によりBLV遺伝
子が検出されたBLV感染牛４頭を対象として，
鼻汁，唾液，糞便，乳汁からの排出状況，また，
採卵時の器具，受精卵および子宮灌流液からの
BLV汚染状況を調査したので紹介します。

　感染牛から鼻汁，唾液，糞便および乳汁（分
娩後０日〜３日，７日及び１か月後）を検体
として採取後，DNA を抽出し，rPCR により
DNA量を測定し，BLVの排出状況を調べました。
　その結果，鼻汁からは１頭でBLV遺伝子が検

出されました。また，糞便および唾液からは４
頭全てで，BLV遺伝子は検出されませんでした。
さらに，乳汁からは検査した３頭の感染牛全て
の乳汁でBLV遺伝子が検出されました。

　感染牛の採卵時に使用した頸管拡張棒，粘液
除去棒，バルーンカテーテル，直腸検査用手袋
の拭き取り検体からDNAを抽出し，rPCRによ
りDNA量を測定し，BLVによる汚染状況を調
べました。

　その結果，感染牛４頭のうち，１頭で頸管拡
張棒，３頭で直腸検査用手袋からBLV遺伝子が
検出されました。しかし，粘液除去棒，バルー
ンカテーテルからは，BLV遺伝子は検出されま
せんでした。

　感染牛より採卵した受精卵およ
び子宮灌流液を希釈しrPCRによ
りDNA量を測定し，汚染状況を
調べました。
　その結果，感染牛１頭より採卵
した受精卵からは，BLV遺伝子は
検出されませんでした。また，感
染牛３頭の採卵時の子宮灌流液か
らは，１頭でBLV遺伝子を検出
しました。

茨城県畜産センター飼養技術研究室

牛白血病ウイルス感染牛からのウイルス検出について
～体液および採卵関連資材の調査～

はじめに

鼻汁，唾液，糞便，乳汁からのＢＬＶ検出

採卵時の器具等からの検出

受精卵と子宮灌流液からの検出
表　各検体からの BLV 遺伝子量（copies/ μ l）
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　今回の調査により，改めて乳汁中にはBLVが
含まれていることがわかりました。このことから
初乳によるBLV感染を防ぐため，初乳の代用と
して初乳製剤の給与を行うことや初乳の加温や凍
結処理を行うなどの経乳感染防除が重要です。
　また，粘液などの調査では，今回は鼻汁のみ
からの検出でしたが，感染牛の粘液には血液成
分が含まれBLVに汚染されている可能性があり
ます。そのため，このような排出物についても
感染源としないよう十分に注意する必要があり
ます。
　さらに，血清中の遺伝子量が多かった牛Ｂお
よび牛Ｃでは，各種検体からBLV遺伝子が検出
されました。
　今回，卵子からはBLV遺伝子が検出されま

せんでした。また受精卵は，保存する際に，保
存液等に移し替える過程で洗浄されること，さ
らには凍結処理されることから，受精卵移植
による受卵牛へのBLV感染リスクは低いと言
われています。しかし，今回，採卵時の器具
や子宮灌流液からBLV遺伝子が検出されたこ
とから，直腸検査や人工授精，採卵，受精卵
移植を行う獣医師，家畜人工授精師は，１頭
につき１セットの器具を使用することを厳守し，
使用後には，しっかりと洗浄や滅菌，廃棄等を
行わなければなりません。
　今後も普及していく受精卵移植が，BLV感染
拡大の要因になることなく，BLV感染牛の優良
血統を残していく手法として活用されていくこ
とを期待します。

まとめ

■　募集人員等
区分 学科名 募集人員 受験資格 修業年限 専攻コース

学科
農 学 科 　40名 高校等を卒業した者又は平成29年

３月に卒業若しくは修了見込みの者

２年 普通作・露地野菜・果樹
畜産学科 10 ２年 畜産
園芸学科 30 ２年 施設野菜・花き

研　究　科 10 農業大学校卒又は短大等卒以上若
しくは卒業見込みの者 ２年 作物・園芸・畜産

■　願書受付・入学試験
試験区分 願書受付期間 試験日 選抜方法

推薦入試
（各学科）

平成28年10月３日（月）
〜10月21日（金） 平成28年11月２日（水）

小論文
口述試験（個別面接）
調査書等

一 般入試
（各学科）

前期 平成28年11月14日（月）
〜12月７日（水） 平成28年12月15日（木） 筆記試験

口述試験（個別面接）
調査書等後期 平成29年２月６日（月）

〜２月24日（金） 平成29年３月３日（金）

研 究 科
一般入試

平成28年11月14日（月）
〜12月７日（水） 平成28年12月15日（木）

筆記試験
口述試験（個別面接）
調査書等

■　授業料等
・ 入学試験手数料（2,200円），入学料（5,650円），授業料（年118,800円），自治会費他
・ 学科１年生は全寮制（１人食費月額約30,000円），学科２年生及び研究科は希望入寮制

■　問い合わせ先
　　　　　〒３11−3116　東茨城郡茨城町長岡4070-186
　　　　　茨城県立農業大学校　入試事務局　　TEL029−292−0010

■　農大ホームページ　　農業総合センター農業大学校／茨城県　　　　

茨城県立農業大学校入学生募集
　農業の実践力を養います。大学への編入資格も得られます。平成29

年度

検　索 
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秋の叙勲に輝く受章者
区　　分 黒毛和種 褐毛和種

その他の
肉専用種

保 証 基 準 価 格 332,000 303,000 217,000

平 均 売 買 価 格 768,500 691,200 478,200

発 動 基 準 420,000 380,000 280,000

支 援 交 付 金 単 価 − − −

区　　分 黒毛和種 褐毛和種
その他の
肉専用種

乳用種 交雑種

保 証 基 準 価 格 332,000 303,000 217,000 130,000 199,000

合 理 化 目 標 価 格 277,000 255,000 147,000 88,000 144,000

平 均 売 買 価 格 768,500 691,200 478,200 239,300 392,200

補 給 金 単 価 − − − − −

肉用子牛生産者補給金・肉用牛繁殖経営支援事業発動状況
平成27年度第４四半期（平成28年１〜３月）

○肉用子牛生産者補給金制度	 （単位：円／頭） ○肉用牛繁殖経営支援事業	 （単位：円／頭）

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

14

和牛

♀ 53 860,760 487,080 689,835 276 2,499
♂ 1 596,160 596,160 596,160 200 2,981
去 50 1,064,880 303,480 846,266 298 2,842
計 104 1,064,880 303,480 764,142 286 2,674

経産 1 274,320 274,320 274,320 − −

F1
♀ 8 368,280 281,880 340,740 259 1,314
去 25 452,520 189,000 417,658 268 1,557
計 33 452,520 189,000 399,011 266 1,500

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

16 和牛

♀ 37 883,440 592,920 735,159 270 2,721
♂ 0
去 52 1,059,480 693,360 876,815 301 2,911
計 89 1,059,480 592,920 817,924 288 2,837

開催日 豚枝肉；日曜，祭日を除く毎日　　牛枝肉；毎週月曜日，木曜日

項目
畜種

上場頭数 卸売価格（枝肉1kg当たり単価・円） 屠畜頭数
頭数 平均重量（kg） 極上 上 中 並 外 平均 豚 牛

豚 16,808.0 78 .4 568 480 464 431 341 451 29,709 822 .0 
牛 頭数 平均重量（kg） 5 4 3 2 1 平均単価（円）

和
牛

A 206 
233 469.2 

2 ,795 2 ,604 2 ,363 1 ,958 −
2,599 B 19 2,620 2 ,436 2 ,292 1 ,495 −

C 8 − − − 1,121 809 

乳
牛

A −
215 307.8 

− − − − −
619 B 22 − − − 708 612 

C 193 − − − 661 563 

交
雑
牛

A 10 
124 490.4 

1 ,926 1 ,862 1 ,641 − −
1,594 B 95 1,902 1 ,752 1 ,627 1 ,430 −

C 19 − 1,518 1 ,556 1 ,073 599

全農茨城県本部　子豚市場 全農茨城県本部　家畜市場

大子町畜産農業協同組合　大子家畜市場

茨城県家畜商業協同組合　茨城県中央家畜市場

全農茨城県本部　子豚市場

㈱茨城県中央食肉公社

子豚市場 牛市場

種豚オークション

食肉地方卸売市場

開催日 区  分 頭　数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重（kg）

2
一般子豚 21 19,656 19,656 19,656 50
ベビー豚 247 20,628 16,308 19,201 35

16
一般子豚 34 26,352 23,976 24,868 50
ベビー豚 225 22,788 17,388 20,700 35

30
一般子豚 0
ベビー豚 326 21,924 17,604 20,639 35

開催日 5，9，15，19，25，29
畜種 年齢 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）

乳牛

スモール

♀ 4 248,400 7,560 81,810
♂ 151 149,040 5,400 105,840
去 0
計 155 248,400 5,400 105,220

３歳
以上

♀ 5 249,480 108,000 178,200
去 0
計 5 249,480 108,000 178,200

F1

スモール

♀ 95 241,920 21,600 174,744
♂ 96 329,400 75,600 271,901
去 0
計 191 329,400 21,600 223,577

子牛

♀ 1 286,200 286,200 286,200
♂ 1 272,160 272,160 272,160
去 0
計 2 286,200 272,160 279,180

黒毛
和種

スモール

♀ 2 443,880 379,080 411,480
♂ 0
去 0
計 2 443,880 379,080 411,480

子牛

♀ 3 572,400 433,080 519,120
♂ 2 614,520 508,680 561,600
去 3 524,880 463,320 504,360
計 8 614,520 433,080 524,205

１歳
♀ 1 729,000 729,000 729,000
去 0
計 1 729,000 729,000 729,000

３歳
以上

♀ 1 651,240 651,240 651,240
去 0 0
計 1 651,240 651,240 651,240

平成28年３月市況

開催日 区分
Ｌ W D LW WL

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀

11

入場頭数 11 0 0 2 0 12 11 0
成立頭数 10 2 6 7
最高（円） 76,680 109,080 86,400 65,880
最低（円） 52,920 91,800 44,280 56,160
平均（円） 69,660 100,440 66,780 60,789
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開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

14

和牛

♀ 44 893,160 535,680 736,609 284 2,591
♂ 0
去 79 1,074,600 619,920 870,275 313 2,782
計 123 1,074,600 535,680 822,460 303 2,718

経産 4 646,920 110,160 360,990

F1
♀ 4 353,160 243,000 319,950 258 1,241
去 27 467,640 324,000 431,280 274 1,576
計 31 467,640 243,000 416,915 272 1,535

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

16 和牛

♀

開催なし♂
去
計

開催日 豚枝肉；日曜，祭日を除く毎日　　牛枝肉；毎週月曜日，木曜日

項目
畜種

上場頭数 卸売価格（枝肉1kg当たり単価・円） 屠畜頭数
頭数 平均重量（kg） 極上 上 中 並 外 平均 豚 牛

豚 16,969.5 79 .3 503 493 473 434 359 458 27,411 961.0
牛 頭数 平均重量（kg） 5 4 3 2 1 平均単価（円）

和
牛

A 235
272 482.7

2,924 2,745 2,497 1,719 −
2,700B 29 2,755 2,620 2,335 1,461 866

C 8 − − − − 737

乳
牛

A −
171 320.8

− − − − −
637B 12 − − − 798 597

C 159 − − − 692 577

交
雑
牛

A 12
126 495.1

− 1,838 1,773 − −
1,680B 92 2,015 1,810 1,726 1,476 −

C 22 − 1,774 1,636 1,324 −

全農茨城県本部　子豚市場 全農茨城県本部　家畜市場

大子町畜産農業協同組合　大子家畜市場

茨城県家畜商業協同組合　茨城県中央家畜市場

全農茨城県本部　子豚市場

㈱茨城県中央食肉公社

子豚市場 牛市場

種豚オークション

食肉地方卸売市場

開催日 区  分 頭　数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重（kg）

13
一般子豚 23 22,896 22,572 22,712 50
ベビー豚 322 20,952 7,560 18,869 35

27
一般子豚 47 19,980 18,252 19,308 50
ベビー豚 313 19,656 15,228 18,548 35

開催日 5，9，15，19，25，29
畜種 年齢 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）

乳牛

スモール

♀ 8 129,600 4,320 59,265
♂ 127 154,440 3,240 120,484
去 0
計 135 154,440 3,240 116,856

子牛

♀ 2 104,760 6,480 55,620
♂ 0
去 0
計 2 104,760 6,480 55,620

２歳
♀ 1 388,800 388,800 388,800
去 0
計 1 388,800 388,800 388,800

F1

スモール

♀ 94 278,640 145,800 216,712
♂ 93 366,120 162,000 296,106
去 0
計 187 366,120 145,800 256,197

子牛

♀ 3 280,800 55,080 200,160
♂ 1 346,680 346,680 346,680
去 0
計 4 346,680 55,080 236,790

黒毛
和種

スモール

♀ 0
♂ 1 583,200 583,200 583,200
去 0
計 1 583,200 583,200 583,200

子牛

♀ 2 505,440 402,840 454,140
♂ 0
去 0
計 2 505,440 402,840 454,140

平成28年４月市況

開催日 区分
Ｌ W D LW WL

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀

8

入場頭数

開催なし
成立頭数
最高（円）
最低（円）
平均（円）

新マルキン発動状況
期 支払方式 肉専用種 交雑種 乳用種

平成28年３月 確定単価 − − 17,500
（免除牛） （−） （−） （13,100）

平成28年２月 確定単価 − − 10,500
（免除牛） （−） （−） （7,800）

平成28年１月 確定単価 − − 1,100
（免除牛） （−） （−） （ 800）

平成27年12月 確定単価 − − −
（免除牛） （−） （−） （−）

平成27年11月 確定単価 − − −
（免除牛） （−） （−） （−）

平成27年10月 確定単価 − − −
（免除牛） （−） （−） （−）

（注）
　平成26年４月期の補塡金交付から，四半期の最終月以外については，補塡金を概算払いし，各四半期の最終月に確定単
価で精算払いをすることになりました。（配合飼料価格安定制度の見直しによる生産費用算出の関係によるもの。）
　また，平成26年４月から消費税抜きで算定されています。
○茨城県において補塡金交付額に見合う財源を確保できない場合，補塡金単価を減額することがあります。
◎算定基礎の詳しい情報は，（独）農畜産業振興機構HP（http://www.alic.go.jp）をご覧ください。
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公益社団法人 茨城県畜産協会
　TEL／029（231）7501　FAX／029（222）2032
○当協会に対する意見・要望
　　　　　Eメール info@ibaraki.lin.gr.jp
○本紙への掲載「催事・各種情報」
　　　　　Eメール chikusan@ibachiku.com
○ホームページ
　　　　　http://ibaraki.lin.gr.jp

いばらきの高品質豚肉

茨城県銘柄豚振興会
事務局
〒311-3155　東茨城郡茨城町下土師1950
全国農業協同組合連合会　茨城県本部内
TEL ／0 2 9－ 2 9 2－ 8 0 0 4
FAX／0 2 9－ 2 9 2－ 7 7 4 3

茨城県銘柄鶏

奥久慈

奥久慈しゃも生産組合
〒319-3523　茨城県久慈郡大子町袋田3723
　　  　　　T E L ／0295－７２－４２５０
　　  　　　F A X ／0295－７２－２９４４




